
⚫1×1m 4連結モジュールの試作（工数削減、配線作業簡素化）
・従来型比で配線数を約50%削減し、現場配線作業を簡素化
・折りたたみ構造により可搬性と施工性の両立を確認（2kg/m2）
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太陽光発電導入拡大等技術開発事業/設置場所に応じた太陽光発電システム技術開発

多様な設置場所に応用可能な薄膜太陽電池のシート状架台による施工方法の開発
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シート工法とは？

開発概要

開発成果

残課題と今後の計画

最も早く発電コストの低廉化が進む、耐荷重性の低い軽量屋根に
適した産業向けの施工方法として、当社独自で開発中。
シート型太陽電池を固定治具でハゼ式折板屋根に加締め固定する
ため、既存屋根を傷つけないことに特徴。

事業の目的・目標

多様な設置場所に適用可能な施工方法・架台・治具を統合し、
低コストかつ高施工性を実現する薄膜太陽電池の設置技術を
確立すること。

①大面積施工モジュールの開発

⚫基材シートの見直し（耐候性、劣化強度、コスト）

・10年耐用確認。20年耐用へ向けて評価を継続中
・10年相当の耐候性試験後における残存強度は設計要求を維持
・要求仕様を満足する基材は現行品コスト▲36%低減の見通し

実用化・事業化の見通し

⚫支持仕様の検討（膜面変形抑制・騒音・量産性・施工性・耐力向上）
・架台の支持仕様の改良実施、静的/動的評価手法（試験/計算）を確立

②連結型施工モジュールの開発

本工法は、太陽光EPC業者向けにライセンス＋製品販売を予定。

フレキシブル太陽電池を利用した太陽光発電システムの設計・施
工ガイドラインにて要求される性能を充足した施工システムを確
立し、安全認証取得や量産体制の構築を進めていく。

⚫締具の高度化（施工品質の安定化、施工速度向上）
・締結治具の改良構造（電動化 / トルク管理）にて試作実施＜非公開＞

③施工治具（締具/固定具）の開発

⚫固定具＜グリッパー＞の改良（膜面変形抑制、耐力向上）
・グリッパー構造を見直し、改良構造を複数検討＜非公開＞
・試作改良品で静的耐力評価試験を実施し、耐力向上を確認

⚫パイプアタッチメントモジュールの開発（多様な設置場所への展開）
・パイプアタッチメントの基本設計を完了＜非公開＞
・軽量性（～4kg/m2相当）と着脱性を維持、ハゼ式折板屋根以外への
適用可能性を確認。

④汎用的架台システムの開発

静的耐力評価試験状況

嵌合式曲面屋根への初期検証（参考）
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